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恵庭市長定例記者会見（Ｈ28.6.22） 

お忙しい中、お集まりいただきまして、ありがとうご

ざいます。 

本日は、第２回定例会が終了しましたので、議会を終

えての所感、並びに今後予定する事業などについて発表

させていただきます。 

今議会におきましては、追加提案した議案２件を含む

９件の議案について審議いただきました。 

その主なものとしては「恵庭市監査委員の選任同意に

ついて」や「恵庭市生涯学習施設かしわのもり条例の制

定について」、「平成２８年度一般会計補正予算」などがありましたが、その全ての議

案についてご承認いただきましたことに、まずもって感謝いたします。 

また、一般質問や各常任委員会の中で、市政の各般にわたる様々な課題に関しご提

言をいただきました。 

これら議会からのご指摘を大切にしながら、様々な施策の推進をさらに図って参り

ます。 

それでは、本日の発表内容を述べさせていただきます。 

まず１点目は、「静岡県藤枝市との友好都市提携記念セレモニーについて」でありま

す。 

静岡県藤枝市との都市間交流につきまして、本年 3 月 26 日に私と市議会議長のほ

か、町内会連合会、商工会議所、ＪＡ道央、観光協会、社会福祉協議会、文化協会、体

育協会のそれぞれの代表者などで訪問団を結成して藤枝市を訪問し、友好都市提携の

協定書に調印を行ったところでありますが、協定締結後の最初の交流としまして、６

月２４日から２６日まで、藤枝市より２０名の訪問団が本市に滞在いただき、友好都

市提携を記念したイベントを行います。 

まず、６月２５日に道と川の駅「花ロードえにわ」で開催する「恵庭・花とくらし

展」のオープニングで藤枝市長にご挨拶をいただくとともに、藤枝市２０名の皆さま

に恵庭の郷土芸能の「すずらん踊り」や「恵庭岳太鼓」などを見ていただくこととなっ

ております。 
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午後からは、藤枝市より友好都市提携の記念品として贈呈されました「双体
そうたい

童
わらべ

像」

の除幕式と、藤枝市の木「松」と恵庭市の木「いちい」の記念植樹を市民会館前で行う

こととしております。その後、友好都市提携協定書を改めて確認したのち、両市のＰ

Ｒを動画で行うほか、それぞれの分野ごとに意見交換を行うこととしております。 

本市におきましては、これまでにも姉妹都市であります山口県和木町との交流、さ

らにはニュージーランド・ティマル市や中国・貴陽市との交流を行っており、さまざ

まな都市との交流を深めることによって、それぞれの良さを学びあいながら、恵庭の

まちの進展に結びつけていきたいと考えております。 

２点目は、「自主防災組織等活動支援の拡大について」であります。 

自主防災組織等活動支援助成金は、平成２５年度に地域防災力の向上を図ることを

目的に創設し、これまで延べ２１団体に合計約４０万円の助成金を交付し、自主防災

会組織等が行う研修会等に要する経費の一部を助成してきました。 

制度創設から３年が経過し、毎年のように起きる風水害をはじめ、東日本大震災や

熊本地震などの自然災害が全国で発生している状況を踏まえ、より一層の地域におけ

る防災力の向上を図るとともに、「自助・共助・公助」による協働の仕組みづくりの推

進を図ることを目的として、これまでの助成金を見直し、支援の拡大を図ります。 

見直しの内容につきましては、３つの区分による支援を考えております。１つ目は

「防災資機材の購入支援」、２つ目は「研修会や防災マップの作成費用、防災訓練に要

する経費の支援」、３つ目は「自主防災組織の設立に向けた研修会の実施や、パンフレ

ットの作成に係る経費の支援について」、それぞれ限度額を上限として、対象経費の全

額を補助します。 

６月２７日に柏陽会館、２８日に恵み野会館、２９日に島松公民館、３０日に市民

会館で、いずれも１８時３０分から説明会を開催し、市民の皆様にご意見をお聞きし

たいと考えております。 

また、７月には自主防災組織が未設立の町内会を対象に説明会を開催したいと考え

ております。 

３点目は、「移動交番の設置について」であります。 

千歳警察署が、ＪＲ恵庭駅西口入口前に警察車両を拠点とした「移動交番」を、６月

１５日から設置しております。 

移動交番とは、交番の設置要望がある地域や、事件事故が多発している地域などを

専用の車両で巡回し、窓口を開設して落し物をはじめとする各種届け出の受理や困り

ごと相談を受けるほか、交番と連携した防犯指導、機動力を生かした巡回パトロール

など、安全で安心な市民生活の確保を目的とした車両であります。 
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恵庭駅付近では、公然わいせつ等の事件も多数発生していることから、移動交番の

設置により、こうした犯罪の抑止や、安全の確保が図られるものと期待しております。 

４点目は、「有料指定ごみ袋等製造委託業務の契約締結について」であります。 

平成２８年度の恵庭市有料指定ごみ袋等製造委託業務について、６月２１日に社会

福祉法人恵庭光風会と契約を締結いたしました。 

製造枚数は、燃やせるごみ袋、燃やせないごみ袋、生ごみ袋、ボランティア袋の４種

類、１２アイテムの４２４万枚となっております。 

契約締結の経緯につきましては、「恵庭市における障がい者就労施設等からの物品調

達方針」に基づき、障がい者就労施設から優先的に物品を購入することで、市内の障

がい者就労施設に安定的な就労機会の確保、福祉的就労環境の底上げ、社会参加機会

の提供などを目的に実施したものであります。 

 恵庭光風会製造のごみ袋は、１０月頃から納品となり、市内の店頭に並ぶのは来年

の夏頃となる予定です。 

５点目は、「恵庭・花とくらし展について」であります。 

恵庭市最大の花のイベント「第２７回恵庭・花とくらし展」を、６月２５日と２６日

の２日間、道と川の駅「花ロードえにわ」と保健センターを会場に開催いたします。 

毎年人気のあるイベントで、昨年は、２日間で２万人を超える参加者がありました。 

本年は、会場に花馬車やフクローオブジェのほか、高さ約２．５メートルの「フラワ

ードーム」を２基設置するとともに、毎年好評のガーデン

ツアーや花の体験講習会、そして新たな企画として「花く

らウエディング」の実施を予定しており、盛りだくさんの

内容となっております。 

また、恵庭にこだわった市民の手作り品や飲食物を販売

する「えにわマルシェ」も同時開催し、本年は過去最多の

６５店舗が参加を予定しています。 

ぜひ、多くの方々にご来場いただき、恵庭の魅力を存分

に楽しんでいただきたいと思います。 

 以上で、私からの発表を終わらせていただきます。 

 引き続き、恵庭市選挙管理委員会からの発表があります。 

「商業施設における期日前投票所の開設について」であります。 

７月１０日に行われる参議院議員通常選挙において、商業施設に期日前投票所を開

設することといたしました。これは、有権者の利便性の向上を図るために試行で実施
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するものであり、幅広い年齢層が利用する施設に開設する

ことにより、子どもたちにも選挙を身近に感じていただ

き、将来の投票参加を期待するものであります。 

開設する商業施設は「イトーヨーカドー恵庭店」であり、

選定した理由としては「頻繁に人の往来がある商業施設で

あること」「専門学校への通学や高校生の自転車通学など

の往来が多いこと」「ＪＲでの通勤者の利用が見込めるこ

と」「投票所の設置に協力的で、かつセキュリティ対策や

有権者のプライバシーが十分に確保できること」でありま

す。 

また、今回の選挙は、選挙権年齢が１８歳以上となって初めての選挙であることか

ら、市内の高校に街頭啓発への参加を要請しているほか、生徒会選挙時における記載

台や投票箱の貸し出し、出前講座などの提案を行っております。 

さらには大学・専門学校に対しては、期日前投票所の事務従事者体験のほか、選挙

管理委員会へのインターンシップや学校における投票所の開設などを提案しながら、

連携を進めて参ります。 

●質疑応答 

「有料指定ごみ袋等製造委託業務の契約締結」について 

（記者）障がい者就労施設からの納品は、他にもあるのですか。 

（生活環境部長）市全体の発注事業は４月に公表しています。その中でも、今回のご

み袋製造が一番大きな事業です。２８年度の障がい者就労施設への発注は物品、

役務合わせて約１８事業を予定しており、本事業の事業費は約４，４００万円で

す。 

（記者）ごみ袋製造の従事者は何人ですか。 

（生活環境部長）最初は６人でスタートします。事業者の計画としては、本事業が軌

道に乗れば徐々に従事者を増やす計画であり、製造機械も当初は１台ですが、増

設も視野に入れているとのことです。 

（記者）受託業者を公募したとのことですが、どのように選定したのですか。 

（生活環境部長）説明会を開催のうえ公募し、最終的に１法人が応募しました。これ

を審査会で審査のうえ、入札を行いました。 

「恵庭・花とくらし展」について 

（記者）花くらウエディングについて教えてください。 
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（経済部長）今回、手作りで実験的なイベントとして行います。登場する２人は、この

日に入籍します。ドレスも用意しています。 

（記者）若い２人に、市長からエールをお願いします。 

（市長）花のまち恵庭で、そして花のイベントで結婚式を挙げる２人は、必ず幸せに

なること間違いなしです。 

「商業施設における期日前投票所の開設」について 

（記者）出前講座やインターンシップは、恵庭でも行うのですか。 

（委員長）選挙権が１８歳以上になることが決まり、昨年から全道的に高校で出前講

座が行われています。市内の２高校は、実施について今後検討していきたいとの

ことですが、高校独自に主権者教育は積極的に取り組んでいます。今後、選挙管

理委員会からも情報提供を行ったり、記載台や投票箱を貸し出しするなど、高校

と連携を図っていきたいと思います。 


